











30 年中に受理し審査されたものを対象とし (2019 年 1 月〜12 月)，陳情が議場に
上がる手続きを比較する。調査手法は単純で，市議会ホームページ (以下，HP)

































度調査では 81% (N=1,447) から回答を得ており，主催者はその得点化によって上位
300 議会を挙げている。常識的に上位 5 %で区切ってみると，本稿の調査対象では，大
津市 (2位)，堺市 (9位)，西脇市 (10位)，加東市 (36位)，京都市 (63位)，宝塚市








































なお，拙稿の注 7 (2019 : 5-6) でもこれの最初のほうを引用したが，その際，「希望
を述べ得る」と筆者が無意識に書いており，さらにそれに続く部分も構造が不明で文意
のわからないものになっていた。ここに訂正しお詫びする。









成 24年 8月 7 日，15 号，国会会議録検索システムによる)。
なお，これについて「知多総合法律事務所」のブログ記事を読んだ覚えがあるが，少
なくとも 2019 年 9 月以後は掲載されていない (2019 年 10 月 19日時点)。
6 ) 出典は全国市議会議長会 HP (http : //www.si-gichokai.jp/research/rules/file/kaigi-
kisoku27_2.pdf)。
↗7 ) このほか，標準市議会会議規則には，「請願書には，邦文を用いて，請願の趣旨，提
































8 ) 同報告書の「13 請願・陳情」(http : //www.si-gichokai. jp/research/jittai/file/HP
13_H291231.pdf)。
―― 市議会の陳情処理手続きについて78
審査結果についてみると，採択 864 件に対して不採択が 1269件 (さらに，事実
上の不採択である審議未了が 139件) あり，請願と同様に扱われる場合でも特に重



















































採決は委員会のみ)。「横浜市会請願及び陳情取扱要綱」(平成 10 年 3 月 3日制定，最




























「会津若松市議会請願及び陳情の取り扱いに関する規定」(議会告示，平成 22 年 12














なお，11 (1) から (7) までのいずれかに該当する事項が含まれていないことに配慮す
るものとする」と規定されている。議員紹介がただの紹介ではなく賛意を意味すること
は，次に挙げる会津若松市議会の規定にも記されている (4 条 2項)。

















神戸市 (40件) と尼崎市 (10件) が多く，他市はどれも一桁である。同年に受理










表 1 兵庫県内の中核市・政令市の陳情・請願受理件数 (平成 30 年) (筆者作成)
陳情 請願 HP内の出典資料
明石市議会 1 9 ｢陳情一覧表」／請願は「審議結果」より
尼崎市議会 10 0 ｢請願・陳情審査結果」より
神戸市議会 40 8 ｢平成 30 年 陳情の審査結果」の表より (167-206号)
西宮市議会 6 5































前年に受理したもの (陳情第 40号) であった (emailご回答，8月 29日)。
16) 会議録検索では 2件 (陳情第 30号に 2項目) がヒットするが，加東市議会事務局に
よると，他に配布が 1件あった (emailご回答，8月 30日)。
17) 高砂市については email での事務局ご回答 (9 月 3日) による。豊岡市については
HPに記載があっり，予め居住地で区別してはいないが，市外居住者分については審査
せず全議員配布とする場合もあるという。























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































姫路法学 (第 63 号) ―― 87
















































内居住者分について採択・不採択等を決定しているのは 7議会ある (表 2 と表 3
で「採択あり」「採択なし」と記載)。陳情処理と一口に言っても差異があり，議会





・議員 (所管委員会であれ全議員であれ) に知らせるための陳情 (配布型)
・議長供覧のみ (最少型)
これは外形的な区分であるが，とはいえ我々はこれらの間に価値的な序列づけ
22) 寝屋川市議会事務局 emailご回答 (6 月 6日)，和歌山市議会事務局 emailご回答 (6







































































25) 同会議録によると，条例に基づく建物の高さは 14.1 m で基準に収まるが，地形 (坂



























26) 正確には，「陳情第 24 号行政にかかる諸問題についてのうち第 2項」(議会だよりに




会別に分けて挙げており，前者は 22項目 (下位項目も数えると 25 項目)，後者は 31項
目もある (『陳情書綴 平成 30 年第 2回 市議会委員会審査分』による)。これでは議
員にもわかりにくいだろうが，他の一般市民が見るときにも甚だ迷惑である。8枚にも
及んで様々な事柄を列挙するようなものは議長が不受理とするべきではないだろうか。




























27) 堺市議会では請願が非常に少なく陳情が多く (拙稿 2019)，筆者は昨年，事務局に問
い合わせをしていた。そのご回答によると，議会が請願より陳情に誘導するようなこと
は (もちろん) なく，陳情のほうが請願より提出しやすく，委員会で採決を行わないこ






」を受け，平成 24年 (2012 年) 2 月 17 日の
市会運営委員会から行われるようになった。しかし「要望書」の厳密な定義はな
い。要望書とは，「議会への要望文書で，請願・陳情とならないもの」を意味し













なら，堂々と会議規則を改正するべきであろう (前掲表 2 の高砂市議会会議規則を
28) 報告書は平成 24年 8月に出されているが，陳情に関しては第 6回協議会 (平成 23 年
10 月 13日) で議論されている (同報告書，p. 7)。その議事要旨によると，この扱いは
後日再協議となり，第 9回 (12 月 22日) の座長試案で市外郵送分の要望化が了承され
ている (第 6回と第 9回の議事要旨による)。







る (http : //www. city. kobe. lg. jp/information/municipal/gikaikaikaku/kasseika/gi-
kai-kaikaku.html)。
29) ちなみに，自民系会派の政務活動費不正流用事件が発覚するのは 2016 年以後である。
2018年 2 月にはベテランの元市議 3 人が詐欺罪で有罪判決を受けているが，その流用
容疑は 2010 年〜2014年に為されたものである。


















｢平成 30 年 陳情の審査結果」の場合，この年最初の陳情審査は臓器移植関連





年 12 月に) 受理し，平成 30 年 3 月定例会で不採択と決定している。堺市議会で




30) HP等で言及はないが，神戸市議会には「請願・陳情取扱要綱」(昭和 54年 10 月 2
日制定，最終改正は平成 24年 9 月 14 日) がある。当該規定の文言は次のとおり。「本
市に住所を有しない者の郵便またはこれに類する方法により提出された陳情書について
は，要望書として取り扱う」(同要綱Ⅱ, 1, (3)，神戸市議会事務局，email ご回答，






顔写真付きの公的な本人確認書類 (運転免許証など) を呈示 (郵送時はそのコピーを




この決定は，2017年 9 月 7 日の議会運営委員会でなされた。陳情書に電話番
号を記載させ，提出時に公的な本人確認書類を呈示 (郵送時はコピー同封) させる
ようにした (2017年 12 月 31日までは経過措置として従来どおりでも可)。この変更は
HP の陳情制度の紹介 (案内) では告知されているが，『議会報ひめじ』215 号












体例を探すにも非常に便利である。堺市議会は平成 30 年に 90件の陳情を受理している
が，その第 1号は愛知県安城市居住者からの提出で，いわゆる安保法制をめぐってある
新しい「省」を設置するよう求めていた。また，鳥取市内からの陳情は「内閣の退陣」
を求めるものであった (第 65 号)。ほかに旭川市内から (第 34 号)，安城市内の同一人









姫路法学 (第 63 号) ―― 95
姫路で本人確認書類の提示 (提出) を求めるようになったのは，ある議員への
誹謗中傷に当たるのではないかとみなされた陳情書がきっかけであった。ここで
は少しぼやかして書いておくが，これは平成 29 年 5月に受け付られ，議会運営
委員会で問題にされた。議会 (事務局) は提出者に連絡をとろうとしたが，住所

























書によらなければならない。」(同条 2項) との規定がある (他市も同様)。↘
33) この件については，事務局ご回答 (6 月 5 日) で概要を教わり，次に情報公開請求で

































35) 本人確認書なしの陳情書も受理はされ，議長供覧とされる (西宮市議会事務局 email






































































38) 口頭陳述に関連して，大津市議会の外部評価に携わった真山 (2019) は請願の改革が
口頭陳述拡大であるとされている (自己評価項目がそうなっている) ことについて，そ
れはごく一部の市民を対象としたものに過ぎず，議会の役割が何であるかという考察と























辻陽 2006 ｢地方議会と住民」『近畿大学法学』54 (3)，241-285 (170-126)。
辻陽 2019 『地方議会』中公新書。
廣瀬克哉編著 2018 『自治体議会改革の固有性と普遍性』法政大学出版局。











早稲田大学マニフェスト研究所議会改革調査部 2019 『66 の改革項目と事例でつかむ
議会改革実践マニュアル』第一法規。
姫路法学 (第 63 号) ―― 101
